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一台
湾
総
統
選
と
東
ア
ジ
ア

台
湾
の
総
統
選
で
与
党
民
進
党

の
頼
清
徳
候
補
が
当
選
し
た
。
２

期
８
年
の
票
英
文
政
権
に
続
い
て

民
進
党
政
権
が
３
期
１２
年
続
く
こ

と
に
な
る
。
民
進
党
政
権
の
継
続

に
大
陸
の
中
国
共
産
党
政
権
の
警

戒
心
は
強
ま
り
、
台
湾
海
峡
を
巡

る
緊
張
が
強
ま
る
。
１
月
１５
日
北

朝
鮮
最
高
人
民
会
議
で
、
金

正

恩
朝
鮮
労
働
党
総
書
記
は
、
憲
法

を
改
正
し
て
韓
国
を

「第

一
の
敵

対
国
」
と
位
置
付
け
る
方
針
を
示

し
た
。
背
景
に
は
、
対
北
融
和
の

文
在
寅
前
政
権
と
異
な
り
、
大
規

模
な
韓

・
米

・
日
合
同
軍
事
訓
練

の
実
施
な
ど
、
テ
錫
悦

政
権
の

対
北
朝
鮮
強
硬
路
線
が
あ
る
。

ヂ
大
統
領
は

「今
の
韓
国
政
府

は
過
去
の
ど
の
政
府
と
も
違
う
。

北
朝
鮮
が
挑
発
す
れ
ば
数
倍
に
し

て
報
復
す
る
」
と
対
決
姿
勢
を
隠

さ
な
い

（
１
月
１７
日
付
毎
日
新

聞
）
。日

本
の
安
倍
晋
三
元
首
相
は

「台
湾
有
事
は
日
本
有
事
」
と
喧

伝
し
、
岸
田
文
雄
政
権
は
、　
一
昨

年
暮
れ
、
安
保
関
連
３
文
書
を
改

訂
し
、
軍
事
費
の
大
幅
増
、
米
国

か
ら
の
武
器
の
爆
買
い
、
琉
球
列

島
の
軍
事
要
塞
化
の
途
を
走

っ
て

い
る
。米

国
発
「有
事
」

２
０
２
２
年
８
月
の
ペ
ロ
シ
米

下
院
議
長
訪
台
に
反
発
し
た
中
国

軍
の
台
湾
を
包
囲
し
た
大
規
模
な

軍
事
演
習
、
中

・
台
間
の

「中
間

盤

越
境
の
常
態
化
等
々
、
日
本
、

中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
政
治
指

導
者
ら
は
互
い
に

「不
信
」
と
い

う
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
そ
れ
を

内
田
雅
敏
（弁
護
と

利
用
し
て
国
内
の
引
き
縮
め
、
軍

事
大
国
化
、
の
途
を
歩
ん
で
い
る
。

敵
対
的
相
互
依
存
関
係
だ
。
背
景

に
米
国
お
よ
び
軍
需
産
業
の
思
惑

が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
。
１
９

６
１
年
１
月
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

米
大
統
領
の
退
任
演
説
で

「軍
産

複
合
体
」
に
よ
る
政
府
支
配
の
危

険
性
を
語

っ
た
。

「台
湾
有
事
」
喧
伝
の
契
機
と

な

っ
た
の
は
２
０
２
１
年
３
月
、

デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
米
イ
ン
ド
太
平

洋
軍
司
令
官
が
米
上
院
軍
事
委
員

会
公
聴
会
で

「６
年
以
内
に
中
国

が
台
湾
に
侵
攻
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
証
言
し
た

（傍
線
筆
者
）

こ
と
だ
。
彼
は
ま
も
な
く
退
任
し
、

軍
需
産
業
の
顧
間
と
な

っ
た
。
米

国
発
の

「台
湾
有
事
」
論
に
飛
び

つ
き

「台
湾
有
事
は
日
本
有
事
」

と
呼
号
し
た
安
倍
元
首
相
は
軍
事

大
国
化

へ
の

「チ
ャ
ン
ス
」
と
捉

え
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
事
態

が
証
明
し
て
い
る
。

エ

軍
事
大
国
の
途

日
・中
・台
・韓
国
・北
朝
鮮
は
、

互
い
に
引

っ
越
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
遠
の
隣
国
で
あ
る
。
永
遠
の

隣
国
が
敵
対
的
相
互
依
存
関
係
に

基
づ
き
、
軍
事
大
国
化

へ
の
途
を

ひ
た
走
る
の
は
政
治
の
不
在
だ
。

２
０
１
４
年
■
月
、
翁
長
雄
志

知
事

（当
時
）
の
選
挙
応
援
に
駆

け
付
け
た
、
映
画

「仁
義
な
き
戦

い
」
の
俳
優
菅
原
文
太
氏
は
、
「政

治
の
役
割
は
二
つ
あ
る
。　
一
つ
は

国
民
を
飢
え
さ
せ
な
い
こ
と
、
も

う

一
つ
は
、
こ
れ
が
最
も
大
事
な

こ
と
だ
が
、
絶
対
に
戦
等
を
し
な

い
こ
と
」
と
簡
明
に
語
り
掛
け
、

聴
衆
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

１
９
７
２
年
の
国
中
共
同
声
明

を
は
じ
め
、
日
中
平
和
友
好
条
約

（７８
年
）
、
日
中
共
同
宣
言

（９８

年
）
、
「戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
包

括
的
推
進
に
関
す
る
日
中
共
同
声

明

（２
０
０
８
年
）
等
、
日
中
間

に
は
四
つ
の
基
本
文
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
基
本
文
書
は

「平

和
資
源
」
で
あ
る
。
日
朝
間
に
は

０２
年
の
平
壌
宣
言
が
あ
る
。

習
近
平
主
席
も
日
中
間
は
四
つ

の
基
本
文
書
に
よ

っ
て
律
せ
ら
れ

る
べ
き
だ
と
語
る
。
歓
迎
だ
！

と
こ
ろ
が
、
日
本
側
の
政
権
担
当

者
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
発
言
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
も

っ
ぱ
ら
ミ
サ
イ

ル
網
な
ど
軍
事
に
関
す
る
こ
と
ば

か
り
だ
ｏ

‐６
年
ご
ろ
、
外
務
防
衛

両
省
や
自
衛
隊
幹
部
と
の
防
衛
大

綱
に
向
け
た
初
の
事
前
協
議
で
、

安
倍
首
相

（当
時
）
は
開
国

一
番

「君
た
ち
中
国
に
勝
て
る
だ
ろ
う

な
」
と
た
だ
し
た
と
い
う

（２３
年

な
の
は
外
交
で
は
な
い
。
北
朝
鮮

の
言
う

「先
軍
政
治
」
と
同
じ
道

を
歩
む
の
か
。

水
を
差
す
動
き

１
９
７
２
年
、
日
中
国
交
正
常

化
の
た
め
に
訪
中
し
た
田
中
角
栄

首
相

（当
時
）
は
、
初
め
て
会

っ

た
周
恩
来
総
理
に

「私
は
長
い
民

間
交
流
の
レ
ー
ル
の
上
に
乗

っ

て
、
今
日
よ
う
や
く
此
処
に
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語

っ
た
。

周
総
理
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、

「佐
渡
お
け
さ
」
を
演
奏
さ
せ
て

新
潟
出
身
の
田
中
首
相
を
歓
迎
し

た
。
国
中
国
交
正
常
化
は
こ
う
し

て
始
ま

っ
た
。

今
、
玉
城
デ

ニ
ー
沖
縄
県
知
事

が
米
国
、韓
国
（副
知
事
を
派
遣
）
、

中
国
、
ム
ロ
湾
と
相
次
い
で
訪
間
し
、

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
基
地
負
担
の

軽
減
な
ど
を
訴
え
る
自
治
体
外
交

を
展
開
し
て
い
る
の
は
地
域
の
緊

張
緩
和
の
た
め
に
有
益
だ
。

こ
の
自
治
体
外
交
に
、
中
国
側

の
工
作
を
う
ん
ぬ
ん
し
、
水
を
差

そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
昨
年

‐２
月
２８
日
付
毎
日
新
聞
、
益
尾
知

佐
子
九
州
大
教
授
の

「『
沖
縄
独

立
論
』
　

中
国
の
内
政
干
渉
を
許

す
な
」
に
は
驚
い
た
。
同
論
考
は
、

玉
城
知
事
の
中
国
、
台
湾
訪
間
の

自
治
体
外
交
に
つ
い
て
、
中
国
の

「浸
透
工
作
」
に
乗
せ
ら
れ
る
と

し
、
「沖
縄
が
中
国
の
役
割
に
期

待
す
る
の
は
無
謀
だ
」
と
述
べ
る
。

沖
縄
の
日
本
復
帰
に
際
し
異
論

を
述
べ
、
沖
縄
の
住
民
投
票
を
主

張
し
、
米
国
に

一
蹴
さ
れ
た
台
湾

の
国
民
党
蒋
介
石
政
権
と
異
な

り
、
大
陸
の
中
国
共
産
党
政
権
は
、

沖
縄
の
日
本
復
帰
に
異
論
を

一
切

述
べ
て
い
な
い
。

７２
年
５
月
１５
日
、
沖
縄

「復
帰
」

後
の
同
年
９
月
、
日
中
共
同
声
明

に
際
し
、
日
中
間
に
は
尖
閣
諸
島

（中
国
名

「
魚
釣
島
も

の
領
有

に
関
し
て
は

「棚
上
げ
」
と
す
る

合
意
が
あ

っ
た
が
、
沖
縄
の
領
有

問
題
に
つ
い
て
中
国
共
産
党
政
権

が
言
及
し
た
こ
と
は
な
い
。
同
声

明
第
６
項
は
、
沖
縄
の
日
本
帰
属

一卍
提
の
下
に
、
両
国
間
の

「主
権

及
び
領
土
保
全
の
相
互
尊
重
、
相

互
不
可
侵
」
を
う
た

っ
て
い
る
。

益
尾
論
考
は
、
中
国
が

「大
規

模
な
反
日
国
際
会
議
で
も
仕
込
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
警
戒
す

べ
き
動
き
だ
」
と
い
う
。
玉
城
知

事
ら
沖
縄
県
民
は
、
憲
法
９５
条
（特

別
法
の
住
民
投
票
）
、

１３
条

（幸

福
追
求
の
権
利
）
、

１４
条

（法
の

下
の
平
等
）
の
精
神
に
基
づ
い
て

日
米
両
政
府
に
基
地
負
担
の
軽
減

を
求
め
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
反

日
、
反
米
で
対
峙
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

益
尾
氏
は

「沖
縄
が
中
国
の
役

割
に
期
待
す
る
の
は
無
謀
だ
」
と

で
な
く
、
沖
縄
県
と
日
本
政
府
と

の
間
の
米
軍
基
地
建
設
問
題
を
巡

る
隙
間
に
く
さ
び
を
打
ち
込
も
う

と
す
る
中
国
政
府
に
対
し
、
「
中

国
が
沖
縄
の
役
割
に
期
待
す
る
の

は
無
謀
だ
」
と
書
く
べ
き
で
あ
る
。

同
時
に
、
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て

き
た
沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視

し
、
「辺
野
古
が
唯

一
の
解
決
策
」

と
し
て
前
記

「隙
間
」
を
埋
め
よ

う
と
せ
ず
、
「
代
執
行
」
に
ま
で

走
る
日
本
政
府
の
振
る
舞
い
に
対

し
警
告
す
べ
き
で
あ
る
。

県の外交 緊張緩和に有益

・■, |,台
湾
総
統
選
で
勝
利
し
、

支
持
者
の
声
援
に
応
え
る
民
進
党
の
頼
清
徳
氏
＠

右
は
副
総
統
に
当
選
し
た
爺
美
琴
氏
＝
１３
日
、
台
北

「中国の工作」論に驚き

う
ち
だ

。
ま
さ
と
し
　
１
９
４
５
年
生
ま
れ
。

７５
年
東
京
弁
護
士
会
登
録
。

日
弁
連
人
権
擁
護
委
員
会
委
員
、
同
接
見
交
通
権
確
立
実
行
委
員
会
委
員
長
、

関
東
弁
護
壬
会
連
合
会
憲
法
問
題
協
議
会
委
員
長
等
を
経
て
、
現
在
日
弁
連
憲

法
委
員
会
幹
事
。
中
国
人
強
制
連
行

・
強
制
労
働

（花
岡
事
件
、
一日
松
建
設
、

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
）
の
戦
後
補
償
間
題
、
靖
国
問
題
に
取
り
組
む
。
主
な
著
書

に

「元
徴
用
工
和
解
へ
の
道
」
、
「靖
國
神
社
と
聖
戦
史
観
」
な
ど
。

1
月
3
日
付
毎
日
新
聞
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